
令和２年 金沢南部地区春期地区推進連絡会議事要旨 

 
１ 日時 
  令和２年３月 24日(火) 18時 00分～19時 15分  

 

２ 場所 

  金沢町町内会館 

 

３ 参加者 27人 

  （地域側）自治会等地域団体関係          18 人 
       学校関係（文庫小、金沢中）       ２人 
  （支援チーム、その他行政側） 
       区役所                 ５人 
       区社会福祉協議会、地域ケアプラザ    ２人        
 

４ 「第３期地域福祉保健計画金沢南部地区の振り返りと意見交換」 

 金沢南部地区社会福祉協議会事務局長から地区別計画振り返りシートについて説明 

 

（主な意見） 

 【子育て支援事業について】 

  ・支援者研修（12 月９日開催）で、「一人で子育てするのではなく受援力（助けを受け

入れる力）を活かした子育てをすることで子どもに当たらなくなった」などの話を

伺った。子育て真っ最中の親御さんは、孤立しないでぜひ南部地区の地縁力を活か

してもらえればと思った。また、多くの地域の人にもこの話を伝えていただければ

と思う。 

  ・健康チェックの回数が減少した。 

  ・シーエンジェルは、今年初めて金沢ふれあい助成金を申請した。それを利用させて

いただき活動の幅が広がった。 

【青少年健全育成事業について】 

 ・こどもたちが地域に誇りや愛着を持てる事業を進めている。 

 ・小中学校、ＰＴＡと連携し事業を進めている。子供会の一部の親から行事が多いこ

とに対し不満の声が出ている。 

 ・子供や親の人数が減少している。働いている方も多い。また、子供の習い事が多く、

地域行事に出る時間がなかなかない。今後のやり方を皆で考えていきたい。 

 ・南部地区では、お花見バザーなどの収益があるため、様々な行事が展開できる。地

曳網は海が近い金沢南部地区の特徴でもあるが、今年は芋掘り大会を予定している。 

 ・行事の見直しという意見があったが、南部地区の地域のつながりづくりで有形無形

な大きな効果もある。子供会と話し合いながらできる限り、続けていきたい。 

 ・社協に保護司が入っていないのでぜひ、入れていただければと考えている。 

【異世代交流について】 

 ・ふれあい交流大会など様々な機会で、子供たちが発表させていただける場が南部地

区にはあり、とても良いことだと思う。子供たちは、その度に地域の方々に励ましの

声をかけていただけることで地域と子供たち双方に様々な良い効果が生まれてくると

思う。 

 ・15 回やってきたが、関係者以外の参加者が少なかった。 

 ・シニアクラブの人数が減少している。なかなか増えない。 



 ・グラウンドゴルフ、カラオケ交流会は参加者を誰にするか選ぶのが大変。 

【高齢者ふれあいサロンについて】 

 ・サロンは各町で活発に活動している。 

 ・毎週活動しているところもあるが、情報共有ができていないので情報共有をすすめ

ていく。 

 ・友愛訪問では 20分以上話すこともしばしば。多くの人に喜んでもらっている。 

 ・カラオケの機械が老朽化してきた。 

 ・カラオケ交流大会の際に身体に触る、おひねりを出すなど不適切な行動をする人が

いた。皆が楽しんで継続できるよう、今後、引き続き対応していきたい。 

 ・映画も皆で一緒に集まって見ることに良い効果がある。 

【町ぐるみ健康づくり支援事業】 

 ・連合運動会では選手選考など子供会の負担が大きい。 

【健康づくりの基本である食育の推進】 

 ・こどもフェスティバルでおやつを提供している。当日作ったものでなければ出して

いけないと言われているが今後どうしたらいいのか困っている。 

 ・ヘルスメイトも高齢化している。このままでは活動継続が難しいので人員を町内会

から募集したい。 

【文化、歴史、福祉保健講座の開催】 

 ・文化講座はとてもよい講座なので、より多くの町民が参加できるよう広報していき

たい。 

【福祉お花見バザー等の開催】 

 ・バザー提供品が減少している。福祉保健センターの衛生指導で出店品目が制限され

てきている。 

 ・どんど焼きは金沢町の負担が大きい。昔からやっている自分などは当たり前と思っ

ていたので負担と思ったことがなかったが、若い人たちからそのような意見を伺う。 

【地域役員共同事業の推進】 

 ・秋期地区推進連絡会での災害の話し合いでは、意見が活発に出て有意義な情報共有

ができた。 

【広報・啓発事業の推進】 

 ・「福祉のこだま」を年 2 回発行。振り込め詐欺等を地域の皆さんに周知していきたい。 

【安心・安全街づくりの推進】 

 ・環境事業推進委員 13人で見守りを行っている。地域の環境がきれいなのは誰かが掃

除をやっているからだ。私たちも心から感謝したい。 

 

  南部地区ではお花見バザーで大きな収益があり、それが多彩な事業活動の源泉にな

っている。その一方、一部の人に過大な負担がかかり負担感を感じている人もいる。

皆で地域をより良くしていくための事業なので、楽しくできるよう見直すべきところ

は考え、よりよくしていきたい。今年度はお花見バザーがないので、やりたくてもや

れない事業もでてくる。それも含め良い機会なので本日の振り返りを基に来期計画を

作成していきたい。 

 

 

 



 

５ 「第４期金沢地域福祉保健計画策定に向けて」 

   福祉保健課事業企画担当係長から区計画骨子案（資料別添）を説明 

   11月を目途に区・地区別計画素案の内容を固め、2月には確定・公表したい。 

 

６ 「令和２年度金沢南部地区関連の局区の予算概要」 

   金沢南部地区地域支援チームリーダーから説明（資料別添） 


